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電気製品は安全のための注意事項を守らないと、
火災や人身事故になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の
取り扱いかたを示しています。この取扱説明書をよくお読みの
うえ、製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管して
ください。

本機について
本機は無線通信規格「ELTRES」に対応した送信機です。位置情報の送信や、
外部センサーと接続することでセンサー情報を送信できます。

各部の名前











	 LEDランプ
本機の状態をLEDランプの色や状態で確認できます。詳しくは、次の

「LEDランプについて」をご覧ください。

	トリガー送信ボタン
長押ししてデータ送信を開始します（トリガー送信）。
トリガー送信が可能かどうかは、サービスプロバイダーとの契約内容
をご確認ください。

	USB	Type-C™端子

	パワーボタン
3秒長押しして本機の電源を入/切します。

	ストラップホール

LEDランプについて

ランプの色と状態 操作 本機の状態
白 点灯 パワーボタンを押す 電源が入っている

点滅 － データ送信の準備中（準
備が完了すると消灯）

赤 点灯 パワーボタンを押す 電池残量が少ない

充電中 電池残量が15%以下

オレンジ 点灯 充電中 電池残量が16％から
80%

点滅 トリガー送信ボタン
を押す（トリガー送信
実行）

トリガー送信実行中

緑 点灯 充電中 電池残量が満充電に近
い

点滅 ファームウェアの
アップデート

ファームウェアのアッ
プデート中

青 1秒点灯
3秒消灯
の点滅

電源が入っている状
態で、パワーボタン
とトリガー送信ボタ
ンを3秒以上長押し
する

設定モード中

1秒ごとの 
点滅

－ エラー発生中（エラー解
消後に消灯）

点灯 － 正常に起動していない

充電する
本機はリチウムイオン電池を内蔵しています。
市販のUSB Type-Cケーブルを本機につなぎ、市販のACアダプターやモバ
イルバッテリー、パソコンなどを使って充電してください。

ACアダプター（別売）

LEDランプ

USB Type-C 
ケーブル（別売）

• 充電が始まるとLEDランプが点灯します。電池残量によって、ランプの
色が赤→オレンジ→緑に変化し、充電が完了すると消灯します。

• 電池残量がない状態から満充電まで約2.5時間かかります。

ご注意
• 充電前にUSB Type-C端子が濡れていないことを必ず確認してください。
• 充電時間は電池の使用状態および使用するACアダプターなどにより異なります。

データ送信の準備をする
GPSで測位した情報を使ってデータ送信を行います。空の見える屋外や
屋内の窓際に本機を置き、準備が完了するまで本機を動かさないでくださ
い。空のよく見える環境で行うと、約30秒でデータ送信の準備が完了し
ます。

1	 パワーボタンを3秒長押しして、本機の電源を入れる。
LEDランプが白色に点灯し、数秒後に消灯します。
電源がすでに入っている場合は、パワーボタンを押してLEDランプが
白色に点灯することを確認してください。

2	 LEDランプが白色に点滅し始めたことを確認する。
本機がGPSを受信しています。

3	 LEDランプが消灯したことを確認する。
本機がGPSを受信し、送信準備が完了しました。

ご注意
• 本機を手や金属で覆ったり、金属板の上で使用すると、GPSを受信できないことが

あります。
• 電源を入れた後に、GPSを受信できる屋外で持ち歩いたり移動させたりしてもデー

タ送信の準備はできますが、準備完了までに通常よりも時間がかかることがありま
す。

電源が入っていることを確認する
パワーボタンを押してLEDランプが白色に点灯すると、電源が入っている
状態です。

電源を切る
パワーボタンを3秒長押しします。

データを送信する
定期的にデータを自動送信する

「データ送信の準備をする」の手順1-3を行うと、データが定期的に自動送
信される状態になっています。
データ送信可能時刻と送信間隔など詳細については、サービスプロバイ
ダーにご確認ください。

ご注意
• 送信間隔によっては、データ送信をする前に送信準備を行うためLEDランプが白色

に点滅します。このとき、本機がGPSを受信できない場所にあると、データ送信の準
備が完了せず、データを送信できないことがあります。

• 本機を手や金属で覆うと、本機から出力される電波を基地局で受信できないことが
あります。

トリガー送信をする
サービスプロバイダーとの契約内容によっては、トリガー送信ボタンを押
してデータ送信することもできます。
トリガー送信中はLEDランプがオレンジ色に点滅します。
トリガー送信の送信開始条件や送信間隔、送信回数、送信中止など詳細に
ついては、サービスプロバイダーにご確認ください。

「ELTRES	Sensing	Unit」アプリで設定変
更などをする

「ELTRES Sensing Unit」アプリを使って本機の設定変更やファームウェア
のアップデートができるほか、本機の状態ログを送信することで解析サ
ポート機能を利用できます。詳しくはアプリでご確認ください。

スマートフォンにアプリをインストールする

対応スマートフォン 対応バージョン
Android Android 5.0以上

iOS iOS 11以上

1	 Google	Play™またはApp	Storeで「ELTRES	Sensing	Unit」を検索
する。

2	アプリをスマートフォンにダウンロードしてインストールする。
画面の指示に従って操作してください。

本機とスマートフォンを接続する

1	 スマートフォンのBluetooth®機能をONにする。
2	本機のパワーボタンを3秒長押しして、電源を入れる。

LEDランプが白色に点灯し、数秒後に消灯します。
電源がすでに入っている場合は、パワーボタンを押してLEDランプが
白色に点灯することを確認してください。

3	本機のパワーボタンとトリガー送信ボタンを同時に3秒以上長押しし
て、本機を設定モードにする。

4	本機のLEDランプが青色に点滅したら、パワーボタンとトリガー送信
ボタンから指をはなす。

5	スマートフォンアプリの画面に従って操作し、本機とスマートフォン
を接続する。

ご注意
• 本機のLEDランプが青色に点滅してから30秒以上経っても本機とスマートフォンが

接続されない場合は、手順3からやり直してください。
• トリガー送信中は本機とスマートフォンを接続できません。一度本機の電源を入れ

なおし、手順3からやり直してください。

ファームウェアをアップデートする
「ELTRES Sensing Unit」アプリを使って本機のファームウェアをアップ
デートできます。アップデートはアプリ上に表示されますので、画面の指
示に従って操作してください。

ご注意
• ファームウェアのアップデートを行う場合は、本機を充分に充電してください。

¼¼ ヒント
• ファームウェアのアップデート中はLEDランプが緑色に点滅します。

ファームウェアのアップデートが完了すると、LEDランプが消灯し、本機は電源が
入った状態に戻ります。

USB外部センサーを本機に接続する
サービスプロバイダーとの契約でUSB外部センサーを接続する場合は、本
機からキャップを外してUSB Type-C端子にUSB外部センサーを接続して
ください。

キャップ

ネジ

ご注意
• 取り外したネジとキャップは大切に保管してください。

困ったときは
本機の電源が入らない
長期間使用していない場合などは、電池残量が少ない可能性があります。
満充電になるまで充電してから使用してください。

送信準備中の状態から変化しない
• GPSを受信しやすい空の見える屋外や屋内の窓際で送信準備をしてく

ださい。
• 屋内の窓際で使用している場合は、建物がシールド遮蔽されていないこ

とを確認してください。

送信されたデータを確認できない
• サービスエリア外で本機を使用している可能性があります。
• サービスプロバイダーに送信間隔と送信可能時刻を確認してください。
• 本機を屋内で使用している場合や、本機を金属や人体で覆っていると

データ通信ができない場合があります。

本機のLEDランプが1秒間隔で青色に点滅している
• 本機にエラーが発生しています。しばらくするとエラーが自然に解消

することがあります。エラーが解消するとLEDランプは消灯します。
しばらくしてもエラーが解消しない場合は、本機の電源を入れなおして
ください。それでも解消しない場合は、サービスプロバイダーにお問い
合わせください。

本機のLEDランプが青色に点灯している
• 本機が正常に起動していません。USB Type-C端子に接続しているケー

ブルなどを抜き、パワーボタンを10秒以上長押しして、一度電源を切っ
てください。その後、本機の電源を入れなおしてください。
それでも解消しない場合は、サービスプロバイダーにお問い合わせくだ
さい。



安全のために
本機は安全に充分配慮して設計されて
います。しかし、電気製品はすべて、ま
ちがった使いかたをすると、火災や感電
などにより人身事故になることがあり
危険です。事故を防ぐために次のこと
を必ずお守りください。


安全のための注意事項を守る

この「安全のために」の注意事項をよく
お読みください。

定期的に点検する
ほこりがたまっていないか、故障したま
ま使用していないか、などを定期的に点
検してください。

故障したら使わない
すぐに相談窓口に修理をご依頼くださ
い。

万一、異常が起きたら
 • 煙が出たら
 • 異常な音・においがしたら
 • 内部に水・異物が入ったら
 • 変色・変形したら
 • 製品を落としたり、キャビネットを
破損したとき


 • USB Type-C端子にケーブルを接続し
ている場合は、ケーブルを抜く。

 • 本機の電源を切る。

警告表示の意味
取扱説明書および製品では、次
のような表示をしています。表
示の内容をよく理解してから本
文をお読みください。

この表示の注意事項を守らない
と、火災・感電・漏液・発熱・破
裂などにより死亡や大けがなど
の人身事故が生じます。

この表示の注意事項を守らない
と、火災・感電などにより死亡や
大けがなど人身事故の原因とな
ります。

この表示の注意事項を守らない
と、感電やその他の事故により
けがをしたり周辺の物品に損害
を与えたりすることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号

下記の注意事項を守らないと火災・
感電・発熱・発火により死亡や
大けがの原因となります。

高温になる場所や熱のこもりやすい場所（火の近く、暖
房器具の近く、炎天下で窓を閉め切った自動車内（特に
夏季)等)で使用、充電、保管、放置しない
火災、やけど、けが、感電などの原因となるおそれがあります。

水などの液体で濡れた状態では充電しない
火災、やけど、けが、感電などの原因となるおそれがあります。
防水性能については「防水／防塵性能に関するご注意」をご覧く
ださい。

火の中に投入したり、熱を加えたりしない
内蔵電池の発火、破裂、発熱、漏液などにより、火災、やけど、けが
などの原因となるおそれがあります。

鋭利なものを刺したり、硬いもので叩いたり、踏みつけ
たりするなど過度な力を加えない
内蔵電池の発火、破裂、発熱、漏液などにより、火災、やけど、けが
などの原因となるおそれがあります。

下記の注意事項を守らないと火災・
感電・発熱・発火によりやけど
や大けがの原因となります。

日本国外では使用しない
本機の通信機能は日本国内専用です。海外で使用すると罰せら
れることがあります。

航空機の機内では使用しない
電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれが
あります。

USB	Type-C端子に導電性異物（金属片、鉛筆の芯など）
を接触させたり、ほこりを入れたりしない
火災、やけど、けが、感電などの原因となるおそれがあります。

使用中や充電中に布団などで覆ったり包んだりしない
火災、やけどなどの原因となるおそれがあります。

雷が鳴りだしたら、本機やUSBケーブルに触れない
感電の原因となるおそれがあります。

分解、改造、修理をしない
火災、感電、故障、けがの原因となるおそれがあります。

病院などでは使用しない
Bluetooth機器が発生する電波は、電子医療機器などの動作に
影響を与える可能性があります。場合によっては事故を発生さ
せる原因になりますので、次の場所では電源を切ってください。

 —病院内/電車内の優先席付近/航空機内/ガソリンスタンド
など引火性ガスの発生する場所
 —自動ドアや火災報知器の近く

高度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器の近くで
は、電源を切る
電子機器が誤動作するなどの悪影響を及ぼす原因となります。
本機の使用中に他の機器に電波障害などが発生した場合は、直
ちに使用をやめてください。

下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の物
品に損害を与えたりすることがあります。

子どもが使用する場合は、保護者が取り扱い方法を教
え、誤った使いかたをさせない

乳幼児の手の届く場所、ペットが触れる場所に置かな
い
誤って飲み込んだり、けが、感電などの原因となるおそれがあり
ます。

破損したまま使用しない
火災、やけど、けがなどの原因となるおそれがあります。

ストラップなどを持って本機を振り回さない
本人や他の人、周囲の物にあたり、けがなどの事故の原因となり
ます。

製品の使用中に他の機器に電波障害などが発生した場
合は、直ちに使用をやめる
電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となります。

ペットが噛みつかないように注意する
内蔵電池の漏液、発熱、破裂、発火や故障、火災の原因となります。

電池についての安全上のご注意
液漏れ・破裂・発熱・発火による大けがや失明を避ける
ため、下記の注意事項を必ずお守りください。

	 内蔵電池が液漏れしたとき

内蔵電池の液が漏れたときは素手で液をさわらない
液が本体内部に残ることがあるため、サービスプロバイダーにご相談
ください。
液が目に入ったときは、失明の原因になることがあるので目をこすら
ず、すぐに水道水などのきれいな水で充分洗い、ただちに医師の治療
を受けてください。
液が身体や衣服についたときも、やけどやけがの原因になるので、す
ぐにきれいな水で洗い流し、皮膚に炎症やけがの症状があるときには
医師に相談してください。

 内蔵電池について
 • 火の中に入れない。分解、加熱しない。
 • 火のそばや直射日光の当たるところ・炎天下の車中など、高温の場所で
使用・保管・放置しない。内蔵電池が破裂したり、液が漏れたりして、
けがややけどの原因となることがあります。

 • 内蔵電池が漏液したり、異臭がする時には直ちに火気より遠ざけてくだ
さい。

使用上のご注意
防水／防塵性能に関するご注意

本機は、USB Type-C端子側のキャップが完全に装着された状態で保護
等級（JIS C 0920）のIPX5相当の防水性能およびIP6X相当の防塵性能を有
しております。
浸水や砂・異物などの混入を防ぐため、本書の注意事項をお読みください。

すべての状況での動作を保証するものではありません。お客様の取り扱
いの不備による故障と認められた場合は、保証の対象外となります。

無線の周波数について
本機が使用している周波数は、他の無線機器でも使用していることがあり
ます。他の無線機器との電波干渉を防止するため、下記事項に注意してご
使用ください。

920	MHz機器使用上の注意事項
本機が使用する920 MHz帯はスマートメーターなど特定の小電力無線局
で運用されております。
1. 本機を使用する前に、近くで他の無線局が運用されていないことを確

認してください。
2. 電波法により、本機では混信を緩和するため、通信を始める前に他のデ

バイスが通信していることを検知した場合、送信を停止する仕組みを
有しています。

2.4	GHz機器使用上の注意事項
本機の使用周波数は2.4 GHz帯です。この周波数帯では電子レンジ等の
産業・科学・医療用機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライン等で
使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定
の小電力無線局、アマチュア無線局等（以下｢他の無線局｣と略す）が運用さ
れています。
1.　  本機を使用する前に、近くで｢他の無線局｣が運用されていないことを

確認してください。
2.　  万一、本機と｢他の無線局｣との間に電波干渉が発生した場合には、速

やかに本機の使用場所を変えるか、または本機の運用を停止（電波の
発射を停止）してください。

この無線製品は2.4 GHz帯を使用します。与干渉距離
は40 mです。

BLUETOOTH®接続の使用上のご注意
 • 本機の利用周波数帯では、電子レンジなどの家電製品や産業・科学・医
療用機器のほか、工場の製造ラインなどで利用される免許を要する移動
体識別用構内無線局、免許を要しない特定小電力無線局、アマチュア無
線局などが運用されています。
本機を使用する前に、近くで他の無線局が運用されていないことを確認
してください。
万が一、本機と他の無線局との間に電波干渉が発生した場合には、速や
かに利用場所を変えるか、電源を切るなど電波干渉を避けてください。

 • Bluetooth無線技術では約10 mまでの距離で接続できますが、障害物
（人体、金属、壁など）や電波状況によって接続有効範囲は変動します。
 • 以下の場合は、Bluetooth接続に障害を起こす場合があります。使用環
境を変えてご使用ください。

 —金属製の物質で遮蔽した環境で使う場合
 —人体で遮蔽して使われる場合
 —無線LANが構築されている場所、電子レンジ・携帯電話・通信機能の
ある携帯ゲーム機器などを使用中の周辺、またはその他電磁波が発生
している場所など

 • 本機と無線LAN(IEEE802.11b/g/n)は同一周波数帯（2.4 GHz）を使用す
るため、無線LANを搭載した機器の近辺で使用すると、電波干渉が発生
し、接続速度の低下、接続不能の原因になる場合があります。この場合、
次の対策を行ってください。

 —本機とBluetooth機器を接続するときは、無線LANを搭載した機器か
ら10 m以上離れたところで行う。
 —本機とBluetooth機器をできるだけ近づける。
 —無線LANを搭載した機器から10 m以内で使用する場合は、無線LAN
の電源を切る。

 • Bluetooth技術を使用した接続時に情報の漏洩が発生しましても、弊社
としては一切の責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

本機の取り扱いについて
 • 落としたり、重いものを乗せたり、強いショックを与えたり、圧力をかけ
たりしないでください。故障の原因となります。

 • 以下のような場所に置いたり、保管したりしないでください。
 —温度が非常に低いところ
 —暖房器具の近くなど温度が非常に高いところ 
変色したり、変形したり、故障したりすることがあります。
 —ダッシュボードや、炎天下で窓を閉め切った自動車内（とくに夏季）
 —ぐらついた台の上や傾いたところ
 —振動の多いところ
 —薬品の噴霧気中や薬品にふれる場所などガス発生環境下 
腐食などによる破損、故障の原因となるおそれがあります。

 • ラジオやテレビの音に雑音が入るときは、本機の電源を切って、本機を
ラジオやテレビから離してください。

 • 本機を改造して使用しないでください。改造された機器を使用した場
合は電波法および電気通信事業法に抵触します。
本機は電波法に基づく特定無線設備の技術基準適合証明など、および電
気通信事業法に基づく端末機器の技術基準適合認定などを受けており
ます。本機の内部の改造を行った場合、技術基準適合証明などが無効に
なります。技術基準適合証明などが無効となった状態で使用すると、電
波法および電気通信事業法に抵触しますので、絶対に使用されないよう
にお願い致します。

通信について
本機はGPSを使って通信を行います。GPS受信時に現在の時刻情報の他に、
ご利用場所の位置情報が取得されます。位置情報を利用したアプリケー
ションの場合ではご利用場所の位置情報が送信されます。送信されるデー
タについてはサービスプロバイダーにお問い合わせください。

充電／内蔵電池について
本機はリチウムイオン充電池が内蔵されています。次の事項に注意して
ください。
 • 内蔵電池の充電は適正な周囲温度（5 ℃ ~40 ℃）の場所で行ってくださ
い。

 • 内蔵電池の劣化は、満充電で保管すると激しくなり、保存温度が高いほ
ど早く進みます（夏季の自動車内など）。できるだけ25 ℃以下のすずし
い場所に保管してください。

 • 内蔵電池は充電後、本機を使わなくても少しずつ放電します。長い間使
わないでいると、内蔵電池が放電してしまっている場合があるため、ご
使用前に充電することをお勧めします。

本機を廃棄するときは
家庭ゴミとして捨てず、各自治体の定めるリサイクル回収拠点へお持ちく
ださい。または、サービスプロバイダーにお問い合わせください。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
この説明書の「困ったときは」の項を参考にして、故障かどうかを点検して
ください。

それでも具合の悪いときはサービスへ
サービスプロバイダーのお問い合わせ窓口にご相談ください。

主な仕様
外形寸法：約55 mm × 約40 mm × 約14.8 mm（高さ/幅/奥行き）
質量：約35 g
電源：内蔵リチウムイオン充電池使用
内蔵電池の持続時間：約14日間*
内蔵電池の充電時間：約2.5時間（満充電）
防水・防塵性能：IP65
内蔵センサー：GPS/GLONASS/QZSS、3軸加速度センサー
ボタン：パワーボタン、トリガー送信ボタン
アンテナ：内蔵
インターフェース：Bluetooth®標準規格 Ver.5.0に準拠、USB Type-C
動作温度：5 ℃ ~40 ℃

* 1日のうち約8時間、3分毎の送信で稼働した場合

仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがありますが、ご了
承ください。

商標について
• Bluetooth®ワードマークおよびロゴはBluetooth SIG, Inc.が所有する

登録商標であり、ソニー株式会社はこれらのマークをライセンスに基づ
いて使用しています。

• USB Type-C™はUSB Implementers Forumの商標です。
• Google Play、AndroidはGoogle Inc.の商標です。
• Apple、Apple logo、iPhoneおよびiPodは、米国および他の国々で登

録されたApple Inc.の商標です。App StoreはApple Inc.のサービス
マークです。

• 本書に記載している会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。
なお、本文中では、TM、®マークを省略している場合があります。

ライセンスに関する注意
本機には、｢Open Source Initiative｣によりオープンソースライセンスと
認定されたソフトウェアライセンス、またはそれに代わる類似のソフト
ウェアライセンスの適用を受けるものが含まれております。それらに適
用される条件は、以下のURLよりご覧ください。
https://iot.sonynetwork.co.jp/service/eltres/product/device1/
support/

https://iot.sonynetwork.co.jp/service/eltres/product/device1/support/

